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問
　
厳
し
い
経
済
環
境
下
で
公
共

料
金
の
値
上
げ
が
心
配
さ
れ
る
が
、�

水
道
料
金
は
今
後
ど
う
推
移
す
る
の

か
。�

　
答
　
料
金
収
入
が
減
少
す
る
中
、

平
成
17
年
か
ら
県
広
域
水
道
事
業
団

か
ら
の
受
水
量
が
倍
増
す
る
こ
と
で

年
間
九
億
円
を
超
え
る
支
出
が
増
加

す
る
た
め
、
厳
し
い
事
業
運
営
を
迫

ら
れ
る
が
、
従
来
の
経
営
改
善
策
に

加
え
、
効
率
の
悪
い
浄
水
場
の
休
止

等
を
推
進
し
、
支
出
の
増
加
を
料
金

に
転
嫁
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

た
い
。�
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問
　
児
童
・
生
徒
の
不
審
者
等
に

よ
る
被
害
が
後
を
絶
た
な
い
が
、
学

校
園
等
の
①
危
機
管
理
の
考
え
方
は

②
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。�

　
答
　
①
子
ど
も
や
教
職
員
の
生
命

等
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
関
係

機
関
と
の
連
携
と
地
域
ぐ
る
み
の
体

制
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
②
Ｆ
Ａ

Ｘ
送
信
シ
ス
テ
ム
で
の
迅
速
な
情
報

伝
達
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止
、
危

機
管
理
研
修
・
避
難
訓
練
等
の
実
施
、

啓
発
看
板
の
設
置
等
に
よ
る
意
識
の

高
揚
や
地
域
の
防
犯
体
制
強
化
等
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。�
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問
　
事
業
系
ご
み
の
減
量
化
・
資

源
化
推
進
に
向
け
創
設
す
る
補
助
金

制
度
を
厨
芥
類
に
限
定
す
る
理
由
は
。�

　
答
　
本
市
の
厨
芥
類
リ
サ
イ
ク
ル

率
は
、
平
成
15
年
度
に
事
業
者
が
提

出
し
た
減
量
計
画
書
で
は
六
％
、
中

国
経
済
産
業
局
の
14
年
度
調
査
で
は

一
・
四
％
と
極
め
て
低
い
。
食
品
リ

サ
イ
ク
ル
法
で
、
食
品
関
連
事
業
者

は
18
年
度
ま
で
に
実
施
率
を
二
〇
％�

た
。
国
の
指
針
に
も
官
公
庁
の
勤
務

環
境
整
備
の
一
施
策
と
し
て
例
示
さ

れ
、
そ
の
必
要
性
を
認
識
す
る
中
、

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
適
地
が

確
保
さ
れ
た
も
の
だ
②
常
時
保
育
二

十
人
、
一
時
保
育
十
人
と
し
、
そ
の

一
〜
二
割
程
度
は
、
周
辺
企
業
等
の

勤
労
者
も
対
象
に
し
た
い
。�
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問
　
本
市
介
護
保
険
事
業
者
の
①

不
当
な
報
酬
請
求
の
状
況
は
②
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
質
等
を
評
価
す
る
第
三

者
機
関
を
設
置
し
て
は
。�

　
答
　
①
職
員
の
人
員
基
準
等
の
面

で
県
・
市
が
指
導
を
行
い
、
平
成
15

年
4
〜
11
月
に
三
十
事
業
所
か
ら
約

千
百
六
十
万
円
が
返
還
さ
れ
た
②
第

三
者
評
価
の
実
施
方
法
や
基
準
等
を

国
で
検
討
す
る
予
定
も
あ
り
、
制
度

化
の
動
向
を
見
な
が
ら
対
応
し
た
い
。�

���

　
問
　
国
の
バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ
ッ
ポ

ン
総
合
戦
略
に
対
す
る
本
市
の
基
本

的
姿
勢
は
。�

　
答
　
循
環
社
会
の
形
成
、
戦
略
的

産
業
の
育
成
等
の
観
点
か
ら
、
バ
イ

オ
マ
ス
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用

で
き
る
生
物
資
源
）
の
積
極
的
な
有

効
利
用
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

市
民
の
先
進
的
取
り
組
み
と
の
協
働

を
図
る
と
と
も
に
新
た
な
技
術
開
発

や
実
用
化
に
向
け
、
産
・
官
・
学
の

の
密
接
な
連
携
を
図
り
た
い
。�
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問
　
小
規
模
工
事
問
題
は
組
織
的

問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
苦

境
の
中
で
職
務
を
遂
行
し
た
本
市
二

職
員
が
書
類
送
検
さ
れ
た
が
、
起
訴

さ
れ
た
場
合
失
職
す
る
可
能
性
は
。�

　
答
　
捜
査
当
局
の
判
断
を
待
ち
市

と
し
て
の
対
応
を
検
討
す
る
た
め
告

訴
し
た
も
の
だ
が
、
検
察
庁
の
処
分

結
果
の
み
で
失
職
に
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
公
務
員
で
あ
る
こ
と
か
ら

裁
判
で
禁
固
以
上
の
刑
が
確
定
し
た

場
合
は
失
職
す
る
こ
と
に
な
る
。�
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問
　
玉
野
市
が
合
併
・
政
令
市
に

係
る
法
定
協
議
会
設
置
を
3
月
定
例

議
会
に
提
案
し
な
い
旨
を
表
明
し
た

が
、
住
民
自
治
を
尊
重
し
県
南
政
令

市
構
想
を
白
紙
に
戻
す
べ
き
で
は
。�

　
答
　
玉
野
市
を
除
く
一
市
二
町
で

法
定
協
議
会
を
設
置
す
る
場
合
も
、

政
令
市
を
目
指
す
方
向
性
は
残
し
た

上
で
議
論
し
市
民
に
判
断
材
料
を
示

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
四
市
町
の

枠
組
み
で
の
任
意
協
議
会
を
継
続
す

る
中
で
玉
野
市
に
対
し
粘
り
強
く
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。�
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問
　
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ

の
、
岡
山
空
襲
の
展
示
と
戦
災
資
料

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
具
体
的
計
画
は
。�

　
答
　
市
民
の
協
力
を
得
て
本
市
所

有
の
戦
災
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
順

次
進
め
る
一
方
、
空
襲
を
今
日
に
伝

え
る
鐘
撞
堂
の
釣
鐘
の
実
物
と
焼
失

し
た
鐘
撞
堂
の
六
分
の
一
程
度
の
復

元
模
型
の
展
示
を
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、
戦
災
遺
跡
の
今
の
姿
や
体
験

者
の
証
言
、

市
民
団
体

等
が
所
蔵

す
る
記
録 

・
遺
品
等

も
デ
ジ
タ

ル
化
し
保

存
・
活
用

を
考
え
て

い
る
。�

介
護
保
険
事
業
者
に
対
し
�

第
三
者
評
価
機
関
の
設
置
を
�

小
規
模
工
事
問
題
�

本
市
職
員
失
職
の
可
能
性
は
�

循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
�

バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
を
推
進
�

岡山空襲岡山空襲の記録の記録を後世後世に�
（焼失焼失した鐘撞堂鐘撞堂）�

岡山空襲の記録を後世に�
（焼失した鐘撞堂）�

玉
野
市
の
離
脱
で
�

県
南
政
令
市
構
想
の
中
止
を
�

デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
�

岡
山
空
襲
の
展
示
計
画
�

児
童
・
生
徒
の
�

安
全
確
保
に
向
け
て
�

� 厨
芥
類
リ
サ
イ
ク
ル
�

処
理
機
購
入
補
助
制
度
を
創
設
�

水
道
料
金
�

値
上
げ
の
可
能
性
は
�

将来将来を担う子どもの安全の安全を守るために（大元小学校大元小学校）�将来を担う子どもの安全を守るために（大元小学校）�


